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うになる (末尾資料 1参照)｡そこでの聴覚障害児の職業教育 ･進路問題をめぐる議論
を検討すると,その展開過程は,①第 1期 :1906年の全国聾唖教育大会から1919年の第
1回全国盲唖学校長会議までの時期,②第 2期 :同校長会議後の1920年から1937年まで




1906年 9月～12月開催の凱旋記念五二共進会に日本聾唖技芸会 (監督 ･青山武一郎)
は,聾唖者の作品を出品した｡同技芸会内部には,絵画部,彫塑部,写真部,漆工部,
指物部,裁縫部,靴工部,金工部の8部門が設置されていた｡五二共進会への出品と
連動 して,聾唖教育講演会 ･全国聾唖教育大会が10月に開催された｡同講演会 ･大会
において,｢不生産的の人が生産的の人になる｣ ことを目指 して教育 (職業教育)振
興の議論が開始された｡具体的には,小西信八が,講演 ｢欧米聾唖技芸の発達｣の中
で,西洋における職種として,｢建築,図案,麺包を焼 くこと,髪を苅ること,寵を
拝へること,鍛冶屋｣ などを紹介 し,青山武一郎は,｢聾唖の高等技芸専門学校｣ の
設置を提起 した｡以後,全国大会を開催 して,職業教育の議論を積み重ねていった｡










(2) 第 1回全国盲唖学校長会議 (1919年)における議論一第 l期から第 2期への転換-



















例えば,最初の現れは,第 3回総会 (1927年)における職業選択の際の基準で ｢個
性｣を考慮することが提起されている点に見られる｡
また,第 3回総会では,｢聾唖者の職業に就て｣2)と題 し,川本宇之介 (東京聾唖学
校教諭)が研究発表を行い,その中で,日本とアメリカの聾唖者の職種 ･職業教育を









表 1 財団法人聾教育振興会主催の聾唖者工芸講習会 ･職業指導講習会一覧
No. 講習会名.期間 会場 科目.教授時数.講師 定員 出典





4聾唖者職業指導講習会 愛知県立聾学校<修養> 橋村徳一,松岡若義,木工 大竹,香取五郎 く木工科>5名 ｢聾口話教育｣第10巻10号
(1934.8.10-2週間) <ミシン裁縫> 青木仙五郎,春田可寿,若杉満津代,山口こゑん <ミシン裁縫科>20名 pp.50-51,1934年
5第5回聾唖者職業指導講習会東京聾唖学校修養講義 (10時間)家具製図 2 ｢聾口話教育｣第11巻第9号
(1935.7.30-8.8) 木工実習 (30時間)塗装 1 p.64,1935年
6第6回聾唖者職業指導講毎会東京聾唖学校<修養科>樋口､川本 14名 ｢聾口話教育｣第12巻第.9号
(1936.7.26-8.4) <婦人子供服科>高橋順子 p.64,1936年
7第7回聾者職業指導講習会愛知県立聾学校<第一部ミシン裁縫初歩>若杉満津代二 婦人子供服科>春田かず 22名 ｢聾口話教育｣第13巻第10号
第 8回総会では,文部省が ｢盲聾唖教育に関 し各校に於て特に施設せ らるる事項の
要綱及実績を問ふ｣を諮問 し,その答申で,心理検査 (知能 ･適性検査)を行い,職
業教育の参考にしている学校が数校あると報告 している｡
第13回総会で,文部省は ｢聾唖者の性能に適合せる職業科の種 目如何｣を諮問 し,
その答申は,｢聾唖者の性能｣を精神面 と身体面の二方面か ら把握 した上で ｢職業選
択の方針｣ と ｢職業科の種目｣を提案 した｡精神的方面の特長は,視覚の鋭敏性,豊
かな模倣性,性格の従順性,動作の軽快性,手先の器用さ,表情の豊かさ,があげら
れる反面,観察力の粗漏性,創作力の乏 しさ,思想の単純性,物事への固執性等の消
極的な性能-の配慮 も指摘 している｡ 身体方面では,失官原因による身体の虚弱性へ
の配慮をあげている｡｢職業選択の方針｣では,①個人の境遇,②社会的関係,(診職
業の性質を考慮 し,｢職業科の種目｣ としては工芸科,裁縫科,手芸科,農業科,図
画科,洗濯科,印刷料,調髪科,染色科の 9科を選定 している｡ 接客業で一定のコミュ
ニケーション能力を必要 とする調髪科 (理髪 ･結髪 ･美容等)が選定されている点が
注目される｡
次に,一連の職業指導講習会を見ていくと,表 1に整理 したように,計 7回の講習
会が開催された3)｡同講習会開催の背景には,資料 1に見るように1927年の日本聾唖
教育会第 5回総会,1930年の全国盲聾唖教育大会での卒業生の指導教育 ･職業保護に
関する議論が影響 していると考えられる｡ 同講習会は,現に就職 している聾唖者に対
し,工芸または婦人子供服,またはその両者に関する技術の進歩への対応,並びに修
養講座に見 られるように職業人 としての心得養成のため,1931年か ら1937年まで,毎
年夏季の 1週間か ら2週間を会期として開催された｡東京において 5回,名古屋にお
いて 2回,計 7回開催 し,1938年以降中止 となった｡4)
4 長崎大学教育学部紀要一教育科学一 第71号
表 2 聾唖者の職業教育における職業選択指針 ･職種 ･職業科一覧
大会名 第 1回校長会議 (1919年) 第 3回総会 (1927年) 第13回総会 (1937年)
職莱檀 ①生産的にして成るべく独創力を (丑身体個性及家庭の事情を考慮す 聾唖者の性能を精神的,身体的方
要せざるものの中より選ぶこと る こと 面から捉え,それらを受け,職業選
(診健康上に害少なきものを選ぶこ ②聴 力障害 よ り来たる危険の少な 択の方針が示されているo①聴覚を主要とせざるものたること
と き ものを選 ぶこと
③土地の状況に適切なるものを選 ③土地の状況を考慮すること
職 ぶこと ④成るべ く交渉応対の少なきもの ②聴力障碍より来る危険性の少な
莱 ④経済上の激変少なきものを選ぶ を選ぶこと きものたること
料 こと 6)成るべ く家庭的個人的に従事 し ③土地の状況を考慮すること
逮択 ⑤口と耳を利用すること少なきも 得るものを選ぶこと ④流行の推移変遷頻繁ならざるものを選ぶこと の
の塞_準 ⑥分業的のものを選ぶこと ⑤扇るベく交渉応対の少なさものたること⑥性能の短所はよく之を考慮しこれ
に応ずる不適職は避くべきこと
職種莱 <男> 垂避家具職,蝕琶蔓具塾 生墨田三,塵垂担王,塵墜麺蛙,折函ボ-ル紙細工,戯変遡,艶王,金工,鏡力細工,金網職,傘及提灯職 陶工 工芸科 (基王.竹工及藤工.金工.陶工.
窯占物,(傘提灯)家具,表具,裁縫編 刺繍園芸 牧畜 墓石王-.塗工.彫刻.塵堅重宝.紙細工.畳工)
聖 ,量過重嵯裁縫刺繍 造花,⊥出廷遍,製糸王農業園芸 牧畜,畳萱 董畳 表盤,重畳.裁縫科 (和服.洋服)
彫刻,図画 手芸科 (刺繍.編物.袋物等)
洗濯染織<女> 農業科 (農業.園芸.養畜.養魚)
画工,図工,彫刻,洗濯星基艶 盛観週艶 丑鮎週塵,製杢,壁蓋し展墓葦 図画科 (油絵..ペンキ画.日本画.図案.
料 製図等)











































4)財団法人聾教育振興会小史 (二),｢聾口話教育｣第16巻 8号,1940年 8月
5) ｢聾唖界｣,｢聾唖教育｣,｢聾口話教育｣,｢聾唖の光｣
6) ｢聾唖教育｣61号,1941年 1月
7) ｢聾唖の光｣福祉号創刊号1942年7月,第 1巻第 6号1942年10月,第 1巻第 8号1942
年12月,第 1巻第10号1943年 2月,第 2巻第 1号1943年 5月,第 2巻第 3号1943年 7
月,第 2巻第 5号1943年 9月,第 2巻第 7号1943年11月,第 2巻第11号1944年 2月,
第 3巻第 1号1944年 5月,第 3巻第 3号1944年 6月
(付記)
本研究は,日本特殊教育学会第44回大会 (2006年 9月 於 ･群馬大学)において発表 し
た共同研究 ｢戦前日本の聴覚障害児教育における職業教育と進路保障に関する歴史的考察｣
(『日本特殊教育学会第44回大会発表論文集』603頁所収)と当日配布資料を修正 ･加筆 し






No. 大会 .会議名 職業教育関係記事内容/検討資料の出典






出典 日本聾唖技芸会 『聾唖教育講演会 第一回全国聾唖大会 日本聾唖技芸会出品報告』
2 第 1回日本盲唖学校教員大会(1907.5.ll-13)於 .東京盲唖学校 内容 大会の詳細な内容が不明のため,未確定出典 ｢日本教育｣第47号 (1907.5)




出典 ①全国盲唖教育大会 ｢教育時論｣第82号 (1908.4.15),②全国盲唖教育大会 (蘇)｢教育時論｣第829号 (1908.4.25),③三浦浩 :第二回日本盲
唖学校教員大会の記 ｢口なしの花｣第 3号 (1908.7)






於 .東京盲学校 議決の結果｢聾唖学校の技芸科に適当なるものにつき,意見及実験の交換あり｣ (②より)
出典 ①全国盲唖教育大会 ｢教育時論｣第944号 (1911.7.5),②全国盲唖教員大会 ｢教育時論｣第947号 (1911.8.5),③全国盲唖教育会 ｢帝国教育｣第349
早 (1911.8),④ 『第三回全国盲唖教育会報告』(全145頁)(1911.10)
5 第 4回全国盲唖教育大会(1913.10.21-27)於 .大阪市立盲唖学校 内容 ト議案 ｢聾唖卒業生に対する学校の保護法 (附結婚の件)及職業｣(和歌山)
※詳細不明
出典 第四回全国盲唖教育大会提案 ｢内外盲人教育｣第2巻夏号 (1913.7
6 第 5回全国盲唖教育会(1915.7.21-24) 内容 通案 (-),(二),(≡)の具体的案 ｢七 盲人,聾唖人並に盲聾唖人に
対する保護事業を経営すること｣(③より)
出典 (丑全国盲唖教育会 ｢教育時論｣第1091号 (1915.8.5),(卦第五回全国盲於 .東京聾唖学校 唖教育大会 ｢内外盲人教育｣第4巻春 6),③第五回全国盲唖
教育会概況 ｢内外盲人教育｣第4巻秋号 (1915.10)





























出典 ①第六回全国教育大会問題 ｢内外盲人教育｣第6巻夏号 (1917.7),②全国盲唖
教育大会 ｢教育時論｣第1163号 (1917.8.5),③町田則文 :第六回全国盲唖教
育大会状況 ｢教育界｣第16巻第12号 (1917.9),④第六回全国盲唖教育大会にお
ける講演～第六回全国盲唖教育大会 ｢内外盲人教育｣第6巻秋号 (1917.10)












出典 ①全国盲唖学校長会議｢教育時論｣第1248号 (1919.12.15),②全国盲唖学校長会議 ｢内外
盲人教育｣第 8巻冬号 (1920.2),③江幡亀寿｢社会教育の実際的研究｣(博進堂)(1921)
9 第 7回全国盲唖教育大会 内容 ｢話題三,唖生技能科に於ける実際の成績状況如何o(香川)｣
｢談話題六,一二歳以上の聾唖生徒の入学者に最初より職業を課して学科及教
(1920.ll.25-29)於 .名古屋市立盲唖学校 授の時間数を減少することの利害但し年数を延長することo(神戸聾)｣(②より)
出典 ①盲唖教育大会諮問 ｢教育時論｣第1283号 (1920.12.5),②第七回全国
盲唖教育大会 ｢聾唖界｣第22号 (1920.12)
10 第 1回聾唖教育大会(921.7.23-25)於 .東京聾唖学校 内容 職業教育に係わって特になし出典 盲聾唖教育大会 ｢社会と教化｣第 1巻第8号 (1921.8)
ll 第 2回全国盲唖学校長会議(1924.2.25-27)於 .東京聾唖学校 内容 ｢建議並ニ協議案 (-)文部省へ建議事項協議案 十二,学齢児童ノ盲児童及
聾唖児童ヲ徒弟トシテ雇用セザル訓令ヲ発セラレ夕キコト 否決｣(①より)
出典 Q)第二回全国盲唖学校長会議 ｢帝国盲教育｣第3巻第4号 (1924.5),②
第二回全国盲唖学校長会議 ｢聾唖界｣第30号 (1924.6)




開催校 .広島県立盲唖学校 こと○ ロ)職業紹介所及相談所を設くること〇四～二十二.省略｣
出典 第九回全国聾唖教育大会概況 ｢聾唖界｣第30号 (1924.6)
13 第 1回日本聾唖教育会総会(1925,10.17-19)開催校 .大分県立盲唖学校 内容 ｢話題題 (四)聾唖学校に於て｢技芸科,裁縫科,図画札 其他｣教師採用承りたし(石川)｣出典 帝国盲教育第三回.日本聾唖教育会第-回絶会通知｢帝国盲教育｣第5巻第2号 (1925.10
14 第 2回日本聾唖教育会総会 内容 ｢六,聾唖部談話題｣ (-)～ (四)省略
(五)各聾唖学校技芸科卒業者の成績につき承りたし(島根)
(1926.6.4-5)開催校 .宮城県立盲唖学校 (六)聾唖学校に於て技芸科 (裁縫科工芸科等)教員採用の実際に就て承りたし(石川)
出典 第二回日本聾唖教育会総会報告 ｢聾唖教育｣第3号 (1927.1)



















出典 日本聾唖教育第三回総会概況 ｢聾唖界｣第40号 (1927.10)



















･各学校中等部卒業生 (主 トシテ技芸科)ノ就職状況承 リ夕シ
出典 全国盲唖教育大会概況 ｢口話式聾教育｣第4巻第 8号 (1928.8)
















出典 日本聾唖教育会第五回総会 ｢聾唖教育｣第9号 (1929.12)







19 全国盲聾唖教育大会 内 容 ｢第二号議案 盲学校及聾唖学校卒業者ノ職業保護ニ関シ適切ナル施設事項如何｣
(台湾総督府諮問案)
(1930.8 .2-3) 一委員長長野市立盲唖学校長小林沼三郎氏及び第二委員長大阪市立盲唖学校長



















出典 ①全国盲聾唖教育大会報告 ｢盲教育｣第3巻第2号 (1930.7),②全国盲聾唖教育大会概況
｢台湾教育｣第338号 (1930.9),③全国盲聾唖教育大会 ｢台湾時報｣第130号 (1930.9)























出典 ①第 7回日本聾唖教育大会総会並びに研究大会 ｢聾唖教育｣第14号
(1931.10),②盲,聾唖教育会総会概況 ｢越佐教育｣第467号 (1931.9)
















･職業教育所として見たる聾唖学校 (東京聾唖学校 山岡勘-) (①,②より)
出典 ①第八回日本聾唖教育会総会並びに研究大会 ｢聾唖教育｣第18号 (1932.10),②第4
10 長崎大学教育学部紀要一教育科学一 第71号





出 典 全国盲唖学校長会議 ｢聾口話教育｣第 9巻第 3号 (1933.3)
23 第 9回日本聾唖教育会総会(1933.8.29-30)開催校 .東京市立聾学校 内 容 ※職業教育に係わって特になし出 典 日本車唖教育会第 9回総会概況 ｢聾唖教育｣第22号 (1933.9)








出典 日本聾唖教育会第十回総会並に研究大会概況 ｢聾唖教育｣第27号 (1934.12)
25 第11回日本聾唖教育会総会(1935.7.25-26)開催校 .岡山県立盲唖学校 内 容 ト自由研究
･図画手工教育に就て (岐阜校 篠田稔)
出典 日本聾唖教育会第十一回総会概況 ｢聾唖教育｣第33号 (1936.2)










(1936.7.28-29) ･中等部職業科卒業生 就職状況承リ度シ (佐賀)







出 典 日本聾唖教育会第十二回総会 ｢聾唖教育｣第37号 (1936.l)








1,工芸科 (略) 2,裁縫科 (略) 3,手芸科 (略)
4,農業科 (略) 5,図画科 (略) 6,洗濯料 (略)





ト自由研究 .本校職業教育の経営に就て (愛知校 伊藤正長氏)
ト経験談公談 .職業科の実習指導上放課後時間理由につき承りたし (長崎)
出 典 日本聾唖教育会第十三回総会記録 ｢聾唖教育｣第42号 (1937,12)










出 典 総会記事 ｢聾唖教育｣第47号 (1938_10)




(1939.10.14-15) ｢職業陶冶ノ具体的方案ニ就テ｣ 発表者 熊本校 高木政弘,奈良校 糸原誠,
開催校 .京都府立盲学校 愛知校 小川豊,長岡校 中島末吉,大阪府立校 吉川政治
出 典 第十五回日本聾唖教育会総会並に研究会概況 ｢聾唖教育｣第54号 (1939.12)





出典 ①第十六回日本聾唖教育会総会並研究会概要 ｢聾唖教育｣第59号 (1940.
